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概 要 

最終更新日 2023 年 11 月 8 日 

プロジェクト名 風力発電高度実用化研究開発 プロジェクト番号 P13010  

担当推進部/ 

ＰＭｇｒまたは担当

者 

及び METI 担当課 

<歴代ＰＭｇｒ> 

新エネルギー部長（代理）（2022 年 4 月～現在） 

新エネルギー部 佐々木 淳 統括研究員（当時） (2019 年 7 月～2022 年 3 月) 

新エネルギー部 田窪 祐子 主任研究員（当時） (2018 年 4 月～2019 年 6 月) 

担当者  大和田 千鶴 渡部 良朋、川島 秀之、三辻 祐樹、村田 博一、石井 孝 

相川慎一郎 

０．事業の概要 

「風力発電等技術研究開発」事業では、我が国における洋上風力発電の着実かつ飛躍的な導

入拡大を目指し、着床式・浮体式洋上風力発電の発電コスト削減に資する技術開発及び実証

を実施する。また、風力発電に係るダウンタイム及び運転維持コスト低減を目指したメンテ

ナンスに係る技術開発に取り組む。後者は以下の２項目である。 

研究開発項目②ⅳ 風車運用・維持管理技術高度化研究開発 （2018 年度～2022 年度） 

風車運転や故障等のデータを取り込んだシステム開発と AI等を活用した風車稼働率向上支

援システムの設計・構築・効果検証と、加えて洋上風車の運転維持管理を含む、風車のライ

フサイクルコストを低減する各コア技術の開発を実施する。 

研究開発項目②ⅴ 風車部品高度化研究開発 （2020 年度～2022 年度） 

国内で生産されている風車部品の内、比較的コスト競争力の高いパーツや国内生産によっ

て洋上風力のコストを低減可能なコンポーネントを対象に、風車の大型化・大出力化に対応

した、コスト競争力と信頼性を高める風車部品や評価技術手法の開発を実施する。 

１．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

 

1.1 本事業の位置

付け・意義 

2010 年代中頭の我が国の風力発電の実態として、設備利用率は 20%弱にとどまり、諸外国

に比べ低い水準にあった。また欧州風車メーカーが稼働率保証をして参入する状況にもなっ

た。我が国の稼働率が低い原因の１つが故障・事故による、利用可能率の低下である。我が

国は台風や落雷など欧米に比べ厳しい気象条件下にあるが、風車の信頼性と高性能化を実現

する部品の開発や故障の予知や部品の寿命を予測する運用高度化、ならびに維持管理技術の

高度化でダウンタイムを短縮し利用可能率を上げ、発電コストを低減することが求められ

た。 

1.2 アウトカム達

成までの道筋 

風車運用高度化技術の実施により、故障の予知や部品の寿命を予測するデータベースプ

ラットフォームを開発し、それを風力発電業界へ移管し維持管理（O&M）技術サービスを拡

大する。維持管理高度化により開発された各コア技術は、風力発電業界で実装する。部品高

度化により開発された部品は、風車システム実装に反映させる。 

1.3 知的財産・標

準化戦略 

新規性の高い技術や部品については、特許化を図る。開発した技術や部品は、風力産業で

の実装や風車への実装など、実用化を進める。企業化状況報告書および追跡調査により、事

業終了後の状況を確認する。なお、先端分野での国際標準化活動を重要視する観点から、

NEDO として、研究開発成果の国際標準化を戦略的に推進する仕組みを構築する。 

２．目標及び達成状況 

 

2.1 アウトカム目

標及び達成見込

み 

〈アウトカム目標〉２０２２年までに、風車の設備利用率向上による発電量の増加及び発電

コストの低減により、風力発電の導入拡大、風車部品メーカー、発電事業者の国際競争力の

強化・シェアを拡大する。陸上風力において、ダウンタイム及び運転維持コスト低減により

２０３０年時点で発電コスト８～９円/kWh に資する。 

〈達成見込み〉社会情勢等の要因により、陸上風力の発電コストは想定よりも上昇した。一

方、アウトプット目標は概ね達成できており、グリーンイノベーション基金事業等、他の関

連事業とも併せて、2030 年までにアウトカム目標の達成を目指す。 

 

2.2 アウトプット

目標及び達成

状況 

〈アウトプット目標〉 

ⅳ）風車運用・維持管理技術高度化研究開発 

 風車のダウンタイム及び運転維持コスト低減に向け、維持管理を的確に行い、風車稼  

働率（利用可能率）を９７％以上に向上させる技術を確立する。また、洋上風車の運転維 

持管理を含む、風車のライフサイクルコストを低減する各コア技術を開発する。 

ⅴ）風車部品高度化技術研究開発 

 国内で生産される風車部品に関して、風車の大型化・大出力化に対応し、かつコスト競争

力と信頼性を高めることにより、洋上風車への採用促進につなげる。 

〈達成状況〉 

・風車性能を向上する要素技術を開発 

・洋上風力向け補修員育成環境を構築 

・洋上風力保守用の船舶開発 
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・風車低コスト化の要素技術を開発 

・風車の長寿命化 

・定期点検効率化 

・保守コスト低減 

・故障リスク低減 

※現在、稼働率 95% 

３．マネジメント 

  

3.1 実施体制 

 

 

 

経産省担当原課 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 新エネルギー課 

プロジェクトリー

ダー 
一般社団法人風力エネルギー学会 代表委員 勝呂 幸男 

プ ロ ジ ェ ク ト マ

ネージャー 

新エネルギー部長(代理) (2022 年 4 月～現在) 

新エネルギー部(当時) 佐々木 淳 統括研究員 (2019年7月～2022

年 3 月) 

新エネルギー部(当時) 田窪 祐子 主任研究員 (2018年 4 月～

2019 年 6 月) 

委託先・助成先 

・風車運用高度化技術研究開発（委託） 

（株）風力エネルギー研究所 

・風車運用・維持管理高度化技術研究開発（委託） 

（株）風力エネルギー研究所 

・風車運用・維持管理技術高度化研究開発（助成） 

（株）関西電力株式会社 

イオスエンジニアリング＆サービス（株） 

－委託：東京汽船（株）、（株）ブレードパートナーズ 

出光興産（株） 

－共同研究：（公）兵庫県立大学、（国）岡山大学 

（株）守谷刃物研究所 

－共同研究：（株）朝日 FR 研究所、（学）中部大学、島根県産業 

技術センター、国立工業高等専門学校松江高等工業専門学校 

イオスエンジニアリング＆サービス（株） 

－委託：（国研）海上・港湾・航空技術研究所海上技術安全研究所 

(株)キグチテクニクス 

太平電業(株) 

(株)駒井ハルテック 

－委託：（国研）産業技術総合研究所、（国）佐賀大学 

・風車部品高度化研究開発（助成） 

(株)駒井ハルテック 

－委託：（国）佐賀大学 

(株)駒井ハルテック 

－委託：（国）三重大学、（国研）産業技術総合研究所 

 

3.2 受益者負担の

考え方 

(単位:百万円) 

 

会計・勘定 2018fy 2019fy 2020fy 2021fy 2022fy 総額 

一般会計       

特別会計 

（電源・需給の

別） 

21 32 70 347 653 1123 

開発成果促進

財源 
      

総 NEDO 負担額 21 32 70 347 653 1123 

（委託） 21 32 18  39 40 150 

（助成） 
：助成率 1/2 

  52 308 613 973 

3.3 研究開発計画  

 
情勢変化への対

応 

2019 年度に研究開発項目名を「風車運用高度化技術研究開発」から「風車運用・維持管理

技術高度化研究開発」に名称変更、事業終了時期を 2020 年度から 2022 年度に変更。また、

ⅴ）「風車部品高度化技術研究開発」を立ち上げ、風車素材・大型部品の国産化を支援。 

2020 年度に追加公募を実施し、陸上風力にかかる技術開発を促進。 
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中間評価結果へ

の対応 

５つの指摘について、対応を図った。例：（指摘）拡大を目指すわが国の風力発電におい

て、風車稼働率の向上や発電コストの低減に資する風車運用高度化技術の獲得による O&M 事

業の国産化は、喫緊の課題であり、集中的導入が進む地域での地場産業との連携による経済

の活性化や、O&M を担う人材の育成の視点をもって事業を進めていただきたい。→（対応）

O＆M を担う人材育成、保守の低コスト化、保守用の船舶の開発事業を推進し目標を達成し

た。今後の関連事業において、実施計画時点や開始後の委員会などで、技術開発の内容への

言及のみならず、委託先・助成先が風力産業界や地元・地場産業と協調した取り組みを積極

的に行うよう指導・フォローを行っていく。 

評 価 に 関 す る 

事項 

事前評価 2017 年度実施 

中間評価 2021 年度実施 

終了時評価 2023 年度実施 

別添  

 

投稿論文 ９件 

特 許 「出願済」4 件、「登録」2 件 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 
学会発表・講演等 37 件、新聞・雑誌等への掲載 27 件 

基本計画に関する

事項 

作成時期 2010 年 3 月 作成 

変更履歴 

2014 年 5 月 改訂 「風力等自然エネルギー技術研究開発」の研究開発項

目に③風力発電高度実用化研究開発を統合し新たに制定。 

2014年10月 改訂「４．評価に関する事項」を一部改正 

2015年3月 改訂 誤記及び表現を訂正 

2016年3月 研究開発項目②「風力発電高度実用化研究開発」のⅱ）ス

マートメンテナンス技術研究開発の事業期間を改正 

2016年7月 雷検出装置等における所要性能の性討及び評価健全性確認技

術の開発を追記 

2017年2月 スマートメンテナンス技術研究開発に、データベースの構築

及び人材育成プログラムの作成を追記、「４．評価に関する事項」を一部改

正 

2018年1月 「風力発電高度実用化研究開発」のⅳ)風車運用高度化技術開

発を追記 

2019年1月 「２．研究開発の具体的内容」 ⅳ）風車運用高度化技術研究

開発の内容に一部追記 

2019年7月 プロジェクトマネージャーの変更 

2020年2月 研究開発項目②ⅳ）「風力発電高度実用化研究開発」をⅳ）

「風車運用・維持管理技術高度化研究開発」とし、ⅴ）「風車部品高度化技

術研究開発」を追加。また、事業期間を修正。 

  




